
自習席

１席ずつ間仕切りされ、

自習やテスト勉強にぴったりです。

市
制
施
行
40
周
年

記
念
式
典
を
開
催

令
和
の
都
だ
ざ
い
ふ

　
市
制
施
行
40
周
年
を
契
機
と
し
た
新
た
な
取
組
と
し
て
、
令
和
の
都
だ
ざ
い
ふ
の
魅
力
を
国

内
外
に
広
く
情
報
発
信
し
、
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
や
文
化
、
産
業
、
観
光
な
ど
の
振
興
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、『
令
和
の
都
だ
ざ
い
ふ
応
援
大
使
』
を
、
本
市
の
出
身
者
や
本
市
に
ゆ

か
り
の
あ
る
人
に
委
嘱
し
ま
し
た
。

　
市
制
施
行
40
周
年
を
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
1
9
5
5
年
、
太
宰
府
町
と
水
城
村
が
合
併
し
新
太
宰
府

町
が
発
足
し
た
記
念
行
事
に
小
学
生
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

多
く
の
方
が
早
く
市
と
な
り
、
太
宰
府
と
い
う
行
政
名
を
残

す
こ
と
を
願
っ
て
お
ら
れ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

　
市
制
施
行
40
周
年
に
際
し
発
足
し
ま
す
令
和
の
都
だ
ざ
い
ふ
応
援
大
使
に
名
前
を
連

ね
る
よ
う
に
と
い
う
ご
依
頼
を
い
た
だ
き
、
喜
ん
で
お
受
け
し
ま
し
た
。
太
宰
府
に
生

ま
れ
育
っ
た
者
と
し
て
少
し
で
も
故
郷
に
恩
返
し
を
し
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

　
太
宰
府
が
古
い
歴
史
と
良
き
伝
統
に
育
ま
れ
な
が
ら
、
新
し
い
時
代
に
お
い
て
も
、

こ
の
街
に
住
ん
で
良
か
っ
た
、
こ
の
街
を
訪
れ
て
良
か
っ
た
と
、
世
界
中
の
人
た
ち
に

思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
街
づ
く
り
に
お
励
み
下
さ
い
。
応
援
し
ま
す
。

宮
本
　
雄
二
さ
ん

み
や
も
と

ゆ
う  

じ

(
宮
本
ア
ジ
ア
研
究
所
代
表
、
元
駐
中
国
特
命
全
権
大
使
)

道
下
　
美
里
さ
ん

み
ち
し
た

 

み  

さ
と

(
東
京
2
0
2
0
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
女
子
マ
ラ
ソ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
(
Ｔ
12
視
覚
)
ゴ
ー
ル
ド
メ
ダ
リ
ス
ト
)

　
こ
の
度
、
令
和
の
都
だ
ざ
い
ふ
応
援
大
使
に
任
命
し
て
頂

き
ま
し
た
、
芸
人
高
田
課
長
で
す
！

　
幼
少
の
頃
か
ら
こ
の
地
で
育
ち
、
太
宰
府
南
小
学
校
、
太

宰
府
中
学
校
、
筑
紫
台
高
校
と
多
感
な
時
期
を
思
い
出
と
共

に
過
ご
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
遠
足
で
行
っ
た
、
大
宰
府
政
庁
跡
や
だ
ざ
い
ふ
遊
園
地
、
バ
イ
ト
に
明
け
暮
れ
た
梅
ヶ

枝
餅
屋
さ
ん
な
ど
、
改
め
て
大
人
に
な
っ
て
伺
う
と
歴
史
の
深
さ
や
、
守
り
継
が
れ
た

味
の
尊
さ
を
感
じ
ま
す
。

　
太
宰
府
と
言
う
と
太
宰
府
天
満
宮
周
辺
ば
か
り
が
取
り
上
げ
ら
れ
が
ち
で
す
が
、
太

宰
府
に
は
も
っ
と
沢
山
の
素
敵
な
場
所
や
人
、
物
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
、
大
使
と
し
て
隠
れ
た
魅
力
を
沢
山
Ｐ
Ｒ
出
来
る
事
を
楽
し
み
に
頑
張
り

ま
す
。

高
田
課
長
さ
ん

た
か  

だ

 

か 

ち
ょ
う

(
芸
人
)

　
太
宰
府
市
が
令
和
発
祥
の
都
と
な
っ
た
こ
と
を
Ｐ
Ｒ
す
る

た
め
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
名
前
の
由

来
は
、「
旅
人

(

た
び
び
と

)

の
た
び
と
」
や
「
れ
い
わ
姫
」

の
お
伴
と
し
て
旅
を
す
る
う
さ
ぎ
〝
ラ
ビ
ッ
ト
〟
か
ら
き
て

い
ま
す
。

　
市
の
記
者
会
見
や
イ
ベ
ン
ト
で
登
場
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
令
和
発
祥
の
都
太
宰
府

「
梅
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
統
一
ロ
ゴ
マ
ー
ク
や
市
内
カ
ラ
ー
マ
ン
ホ
ー
ル
の
デ
ザ
イ
ン
、

企
業
と
の
コ
ラ
ボ
商
品
な
ど
様
々
な
場
面
で
本
市
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

　
ト
ヨ
タ
カ
ロ
ー
ラ
福
岡
の
Ｃ
Ｍ
や
Ｔ
Ｂ
Ｓ
系
列
「
ラ
ヴ
ィ
ッ
ト
！
」
の
『
第
２
回
ラ

ヴ
ィ
ッ
ト
！
認
定 

ゆ
る
キ
ャ
ラ
ダ
ー
ビ
ー
！
』
に
も
出
演
し
、
全
国
的
知
名
度
も
急

上
昇
中
で
す
。
応
援
大
使
に
昇
格
し
て
の
更
な
る
活
躍
に
ご
期
待
下
さ
い
！

お
と
も
の
タ
ビ
ッ
ト
(
前
令
和
発
祥
の
都
P
R
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
)

令
和
の
都
だ
ざ
い
ふ
応
援
大
使
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
令
和
の
都
だ
ざ
い
ふ
応
援
大
使
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
、

ブ
ラ
イ
ン
ド
マ
ラ
ソ
ン
の
道
下
美
里
で
す
。

　
太
宰
府
市
の
皆
様
、
市
制
施
行
40
周
年
、
誠
に
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
太
宰
府
市
に
は
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
に
際
し
、
壮
行
会

を
開
催
し
て
い
た
だ
い
た
り
、
市
長
特
別
表
彰
や
市
民
栄
誉
賞
を
い
た
だ
く
な
ど
、
い

つ
も
応
援
い
た
だ
き
と
て
も
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
は
マ
ラ
ソ
ン
選
手
と
し
て
の
活
動
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
応
援
大
使
と
し
て
も

私
の
住
む
太
宰
府
市
の
魅
力
を
広
く
伝
え
て
い
け
る
よ
う
、
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

[
第
一
部
]
記
念
式
典

・
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

・
開
会
の
こ
と
ば

・
国
歌
斉
唱

・
市
長
式
辞

・
市
議
会
議
長
あ
い
さ
つ

・
来
賓
祝
辞

・
来
賓
紹
介

・
祝
電
披
露

・
市
民
栄
誉
賞 

　
市
制
施
行
40
周
年
記
念
表
彰

・
受
賞
者
代
表
あ
い
さ
つ

・
閉
会
の
こ
と
ば

[
第
二
部
]
記
念
イ
ベ
ン
ト

・
令
和
の
都
だ
ざ
い
ふ

　
応
援
大
使
委
嘱
式

・
世
界
に
羽
ば
た
く
人
材
育
成
表
彰

・
子
ど
も
学
生
美
術
展
表
彰

・
映
画
「
令
和
の
都
に
逢
い
に
き
て

　
～
だ
ざ
い
ふ
1
3
0
0
年
物
語
～
」

　
上
映

・
梅
花
の
宴
再
現

オープニングの太宰府市民遺産第17号「竹の曲」大宰府万葉会による「梅花の宴」の再現

記念式典の会場式辞を述べる楠田市長

　
太
宰
府
市
長
の
楠
田
大
蔵
で
ご
ざ
い
ま
す
。主
催
者
で
あ
り
ま
す
太
宰
府
市
を
代
表
致
し
ま
し
て
式
辞
を
申
し
述
べ
ま
す
。

　
万
葉
集
梅
花
の
歌
三
十
二
首
序
文
に
あ
り
ま
す
初
春
令
月
に
あ
た
り
、
彼
の
大
伴
旅
人
公
や
菅
原
道
真
公
も
愛
で
た
で
あ
ろ
う
梅
の
花
も

咲
き
揃
い
始
め
、
建
国
の
日
に
も
あ
た
る
本
日
こ
の
佳
き
日
に
、
元
号
令
和
の
考
案
者
と
さ
れ
る
中
西
進
先
生
を
始
め
多
数
の
ご
来
賓
の

方
々
、
そ
し
て
本
市
の
礎
を
築
い
て
来
ら
れ
た
多
く
の
市
民
の
皆
様
に
ご
臨
席
を
賜
り
、「
令
和
の
都
さ
ら
に
は
ば
た
く
だ
ざ
い
ふ 

市
制
施

行
40
周
年
記
念
式
典
」を
挙
行
出
来
ま
す
こ
と
は
誠
に
有
り
難
い
こ
と
で
あ
り
、心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
古
よ
り
我
が
国
の
政
治
、
外
交
、
防
衛
、
交
易
、
文
化
な
ど
の
要
衝
と
し
て
、
ま
た
世
界
に
開
か
れ
た
玄
関
口
と
し
て
発
展
を
遂
げ
て

来
た
唯
一
無
二
の
歴
史
を
持
ち
、
国
の
特
別
史
跡
大
宰
府
政
庁
跡
、
水
城
跡
を
始
め
太
宰
府
天
満
宮
、
九
州
国
立
博
物
館
、
観
世
音
寺
、
戒
壇

院
、
竈
門
神
社
な
ど
数
多
く
の
名
所
旧
跡
を
擁
す
る
誇
り
高
き
国
際
観
光
都
市
で
あ
り
ま
す
本
市
は
、
昭
和
57
年
４
月
に
県
内
で
22
番
目
、
全

国
で
６
5
１
番
目
の
「
市
」と
し
て
誕
生
し
、本
年
度
節
目
の
40
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
こ
の
間
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
市
制
施
行
当
時
５
万
人
余
り
だ
っ
た
人
口
は
現
在
７
万
人
を
大
き
く
超
え
、
そ
の
間
新
市
庁
舎
を
始
め
中

央
公
民
館
及
び
市
民
図
書
館
、
文
化
ふ
れ
あ
い
館
の
建
設
や
い
き
い
き
情
報
セ
ン
タ
ー
の
開
設
、
天
神
さ
ま
の
ほ
そ
み
ち
事
業
の
完
成
、
現
在

で
は
多
く
の
自
治
体
で
導
入
さ
れ
て
お
り
ま
す
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス「
ま
ほ
ろ
ば
号
」の
運
行
を
い
ち
早
く
開
始
し
、
平
成
17
年
に
は
1
0
0

年
来
の
念
願
で
あ
り
ま
し
た
九
州
国
立
博
物
館
が
開
館
と
な
り
、そ
の
後
総
合
体
育
館
も
開
館
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
令
和
時
代
の
到
来
と
共
に
本
市
は
我
が
国
初
の
元
号
発
祥
の
地
と
し
て
注
目
を
浴
び
、
本
日
の
横
断
幕
や
記
念
誌
に
も
あ
り
ま
す

令
和
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
作
成
し
、
大
宰
府
政
庁
跡
で
令
和
の
人
文
字
を
市
民
と
共
に
完
成
さ
せ
る
な
ど
様
々
な
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
、
時
同
じ
く
し
て
西
鉄
太
宰
府
駅
の
27
年
ぶ
り
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、
古
民
家
を
改
修
し
た
待
望
の
ホ
テ
ル
カ
ル
テ
ィ
ア
太
宰

府
の
オ
ー
プ
ン
な
ど
で
回
遊
性
も
高
ま
り
、コ
ロ
ナ
禍
前
に
は
1
0
0
0
万
人
を
超
え
る
ほ
ど
の
観
光
客
を
迎
え
る
活
況
を
呈
し
ま
し
た
。

　
も
ち
ろ
ん
、
平
成
15
年
の
豪
雨
を
始
め
と
す
る
災
害
や
市
政
の
混
乱
、
今
な
お
続
く
予
期
せ
ぬ
コ
ロ
ナ
禍
な
ど
逆
風
も
時
に
は
あ
り
ま
し

た
が
、
そ
の
度
ご
と
に
力
強
く
困
難
を
乗
り
越
え
本
市
が
発
展
を
遂
げ
て
来
ら
れ
ま
し
た
の
も
、
ひ
と
え
に
こ
こ
に
お
ら
れ
る
本
日
記
念
表

彰
を
お
受
け
に
な
ら
れ
ま
す
皆
様
方
を
始
め
関
係
各
位
、
そ
し
て
陰
に
陽
に
本
市
の
発
展
の
為
に
汗
を
流
し
て
来
ら
れ
た
全
て
の
市
民
の
皆

様
の
ご
尽
力
の
賜
物
で
あ
り
、こ
こ
に
改
め
て
万
感
の
思
い
を
込
め
て
敬
意
と
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

　
私
も
市
長
就
任
以
来
、
職
員
と
共
に
世
の
為
人
の
為
市
の
為
市
民
の
為
に
自
ら
の
持
て
る
力
を
出
し
尽
く
そ
う
と
の
思
い
一
心
で
こ
の
５

年
間
市
政
運
営
に
あ
た
っ
て
参
り
ま
し
た
が
、
お
陰
様
で
史
跡
地
の
梅
を
グ
ル
メ
や
ス
イ
ー
ツ
に
仕
立
て
る
令
和
発
祥
の
都
太
宰
府
梅
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
も
起
爆
剤
に
ふ
る
さ
と
納
税
が
就
任
後
30
倍
増
と
な
る
12
億
円
を
突
破
す
る
な
ど
積
年
の
課
題
で
あ
っ
た
歳
入
増
も
年
々
着
実

に
実
現
し
、直
近
の
市
民
意
識
調
査
で
は
市
政
へ
の
信
頼
度
も
７
割
を
超
え
る
な
ど
上
昇
気
流
に
乗
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
40
周
年
を
機
に
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す「
令
和
の
都
だ
ざ
い
ふ
応
援
大
使
」の
委
嘱
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
為
の
「
世
界

に
羽
ば
た
く
人
材
育
成
表
彰
」
や
「
子
ど
も
学
生
美
術
展
」、
当
時
の
我
が
国
の
最
先
端
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
あ
っ
た
梅
花
の
宴
を

1
3
0
0
年
の
時
空
を
超
え
現
代
に
甦
ら
せ
る「
令
和
文
化
会
議
」の
開
催
、
悲
願
で
あ
っ
た
中
学
校
完
全
給
食
の
実
現
な
ど
、
ま
ち
づ
く
り

ビ
ジ
ョ
ン
４
つ
の
構
想
と
戦
略
に
基
づ
き
、令
和
の
都
だ
ざ
い
ふ
を
さ
ら
に
羽
ば
た
か
せ
る
べ
く
全
力
を
挙
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
本
日
ご
臨
席
頂
き
ま
し
た
ご
来
賓
の
皆
様
方
、
関
係
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
市
政
運
営
へ
の
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
こ
の
度
の
市
制
40
周
年
記
念
行
事
を
通
じ
本
市
の
来
し
方
と
行
く
末
に
つ
い
て
改
め
て
思
い

を
致
す
こ
と
で
今
後
の
50
周
年
1
0
0
周
年
の
発
展
へ
と
バ
ト
ン
が
確
か
に
つ
な
が
る
こ
と
を
、
そ
し
て
ご
臨
席
の
皆
様
方
全
て
の
市
民
の

皆
様
の
更
な
る
ご
健
勝
ご
多
幸
と
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
限
り
な
い
飛
躍
を
心
よ
り
祈
念
し
、私
の
式
辞
と
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
令
和
５
年
２
月
11
日
　
太
宰
府
市
長 

式
　
辞
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表
彰
さ
れ
た
皆
さ
ん

赤
峰
一
郎
、
赤
峰
和
子
、
秋
吉
美
千
代
、

麻
生
昌
義
、
荒
木
靖
也
、
市
川
靖
惠
、

井
手 

修
、
伊
藤
絹
子
、
稲
田
和
子
、

稲
積
謙
次
郎
、
井
上
保
廣
、
井
本
邦
彦

𫝆𫝆
村
美
栄
子
、
岩
熊
正
尚
、 

岩
﨑
記
代
子
、

内
山
田
武
利
、
宇
野
木
博
子
、
江
頭
菊
代
、

江
﨑
愛
子
、
大
石
和
夫
、
大
貝
知
子
、

大
坂
志
保
子
、
大
田
勝
義
、
大
鶴
美
香
、

大
濵
志
鶴
子
、
大
峯
德
男
、
小
田
富
士
雄
、

小
畑
信
彦
、
甲
斐
義
憲
、
影
山
泰
雅
、

金
子
百
合
子
、
狩
野
啓
子
、
川
野
好
子
、

神
崎
剛
直
、
城
戸
ヤ
ス
子
、
木
原
裕
和
、

木
村
甚
治
、
工
藤 

卓
、
小
出
雅
子
、

古
賀
秀
光
、
後
藤
邦
晴
、 

後
藤
滉
平
、

小
柳
親
芳
、
小
栁
道
枝
、
近
藤
正
孝
、

齋
藤
な
ぎ
子
、
榊
惠
美
子
、
坂
本
紘
二
、

貞
富
榮
三
郎
、
佐
藤
正
威
、
志
岐
瑞
子
、

篠
原
静
子
、
篠
宮 

隆
、
柴
田
慧
美
子
、

渋
谷
靖
二
、
島
津
勝
彦
、
下
田
恵
美
子
、

 

磯
田
和
歩
、
　
𫝆𫝆
村
好
花
、
江
﨑
果
音
、

遠
藤
裕
人
、
大
原
陽
菜
、
貝
原
涼
太
、

片
平
留
依
、
木
原
愛
由
花
、
久
原
美
琴
、

坂
口
颯
飛
、
杉
本
創
一
郎
、
須
本
倫
奈
、

田
中
祥
太
、
都
築
マ
リ
彩
、
寺
尾
若
菜
、

畑
田
桜
子
、
春
山
夏
菜
絵
、
松
岡
菜
々
、

松
下
愛
莉
、
宮
崎
晶
成
、
矢
ケ
部
紋
可
、

矢
ケ
部
真
衣
、
吉
野
菜
月
、
渡
辺
音
乃
、

太
宰
府
高
等
学
校
書
道
部
、

日
本
経
済
大
学
女
子
柔
道
部
、

日
本
経
済
大
学
吹
奏
楽
部

跡
部
李
音
、
石
津
迅
都
、
泉 

凜
心
、

一
井
柚
花
、
井
上
晴
哉
、
井
上
慶
人
、

今
福
亮
太
朗
、
上
野
華
鈴
、
上
野
稜
馬
、

大
井 

耀
、
大
末
雅
也
、
大
田
黒
童
夢
、

片
山
直
志
、
上
久
保
泰
志
、
狩
野
美
結
、

完
戸
菜
夏
、
木
下
新
㮈
、
木
原
東
風
、

木
原
颯
那
、
木
原
莉
愛
、
木
原
伶
寧
、

木
村
真
之
介
、
久
間
稜
太
、
倉
吉 

優
、

古
賀
碧
波
、
古
賀
莞
那
、
後
藤
梨
奈
、

齋
原 

大
、
佐
久
間
美
奈
、
柴
田
果
愛
、

柴
田
陽
香
、
清
水
麗
美
、
新
屋
絢
菜
、

染
谷
弥
希
、
高
田
浩
太
郎
、
髙
橋
里
奈
、

田
中
怜
大
、
筒
口
誠
久
、
冨
田
有
紀
、

豊
田
倫
太
朗
、
永
椎
心
咲
、
永
野
結
衣
、

永
濵
佑
樹
、
中
村
明
日
香
、
野
上
嵩
斗
、

野
田
陽
都
、
早
川
結
菜
、
日
野
桃
寧
、

平
田
翔
大
、
平
山
紗
羽
、
深
澤
陽
色
、

深
津
龍
斗
、
福
島
悠
叶
、
藤
家
良
翼
、

北
條
恵
太
、
松
岡
栞
里
、
松
下
馳
治
、

豆
田
恭
成
、
水
間
美
夢
音
、
宮
口
聖
菜
、

毛
利 

空
、
柳
は
る
か
、
山
口
永
徒
、

山
口
世
峰
、
吉
岡 

陸
、
吉
田
瑚
都
、

吉
田
隆
一
、 

米
田
彩
楽
、

学
業
院
中
学
校
男
子
バ
レ
ー
部
、

九
州
情
報
大
学
相
撲
部
、

太
宰
府
U
14 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
、

太
宰
府
高
等
学
校
、

太
宰
府
高
等
学
校
射
撃
部
、

筑
紫
女
学
園
大
学
L
Y
K
K
E
、

筑
陽
学
園
高
等
学
校
応
援
リ
ー
ダ
ー
部
、

筑
陽
学
園
高
等
学
校
マ
ン
ガ
研
究
同
好
会
、

筑
陽
学
園
高
等
学
校
女
子
サ
ッ
カ
ー
部
、

筑
陽
学
園
高
等
学
校
水
泳
部
、

筑
陽
学
園
高
等
学
校
男
子
テ
ニ
ス
部
、

筑
陽
学
園
高
等
学
校
軟
式
野
球
部
、

日
本
経
済
大
学
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
、

日
本
経
済
大
学
女
子
ラ
グ
ビ
ー
部
、

日
本
経
済
大
学
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
、

日
本
経
済
大
学
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

「お
も
い
で
」、

福
岡
農
業
高
等
学
校
食
品
科
学
科
梅
研
究
班

市
長
賞

(絵
画
の
部
) 

川
本 

葵
、
青
木
大
忠
、

柿
内
星
音
、
村
中
朱
李

(書
道
の
部
) 

大
石
花
帆
、
杉
山
綾
野
、　

ポ
リ
ナ
・
コ
ル
ズ
ニ
ナ

(写
真
の
部
) 

田
代
彩
華

(工
芸
の
部
) 

佐
渡
島
来
美
、
米
川 

聖
　

(立
体
作
品
の
部
) 

瀧
口
昇
平

議
長
賞

(絵
画
の
部
) 

酒
井
美
紗
、
陣
内
恵
里
奈
、

尾
越
暖
子
、
吉
永
日
和

(書
道
の
部
) 

西
依
穂
々
、
原 

柚
葉
、

御
木
信
介

(写
真
の
部
) 

朝
長
真
雄

(工
芸
の
部
) 

御
手
洗
飛
文
、
松
村
勇
和

(立
体
作
品
の
部
) 

永
淵
琴
美

副
市
長
賞

(絵
画
の
部
) 

佐
伯
日
菜
子
、
岡
本
晴
風
、

間
部
琥
太
郎

(書
道
の
部
) 

伊
藤
亜
衣
、
花
田
一
真
、

林
田
萌
果

教
育
長
賞

(絵
画
の
部
) 

篠
﨑
理
心
、
立
花
日
和
、

清
水
そ
ら
　
　

(書
道
の
部
) 

伊
藤
沙
桜
里
、
伊
藤
久
恵
、

久
原
美
琴

(写
真
の
部
) 

小
嶋
冴
由
妃

(工
芸
の
部
) 

清
水
か
ん
な

白
石
静
馬
、
陣
内
千
鶴
子
、
末
𠮷𠮷
美
佐
子
、

陶
山
憲
一
、
陶
山
鐵
也
、
關 

敏
治
、

瀨
戸
口
良
子
、
田
上
昭
彦
、
高
山
修
一
、

高
山
瑞
夫
、
竹
森 

淳
、
立
鍬
和
子
、

田
中
立
夫
、
田
中
浩
喜
、
田
中
房
代
、

田
原
勝
士
、
壇 

和
人
、
堤 

孝
子
、

德
永
美
子
、
冨
永
强
衛
、
永
尾 

敬
、

中
島
敏
之
、
中
島
安
彦
、
永
田
耕
次
郎
、

中
塚
幹
二
、
中
西 

進
、
中
野
公
信
、

中
村 

惇
、
仲
村
繁
子
、
中
村
辰
美
、

中
村
千
枝
、
中
村 

宏
、
成
松
一
永
、

西
田
省
三
、
西
谷 

正
、
西
村
欣
範
、

野
上
敏
子
、
野
中
順
治
、
野
間
拓
生
、

荻
尾
正
憲
、
八
谷
知
子
、
花
田
博
正
、

花
田
龍
紀
、
濱
田
昌
子
、
　
𠩤𠩤
田
保
幸
、

原
田
陽
子
、
平
田
志
津
子
、
福
廣
和
美
、

藤
井
雅
之
、
藤
井
勇
一
、
藤
崎
貞
子
、

藤
崎
信
顯
、
藤
田
百
合
子
、
二
村 

浩
、

舩
越 

清
、
古
川
増
男
、
不
老
光
幸
、

寳
亀 

助
、
穗
坂 

卓
、
細
川
聰
子
、

前
田
和
傳
、
松
尾
セ
イ
子
、
松
﨑
正
幸
、

松
下 

功
、
松
嶋 

厚
、
松
田 

信
、

松
田
美
和
子
、
松
永
德
子
、
道
下
美
里
、

宮
下
充
治
、
宮
本
守
道
、
村
山
弘
行
、

毛
利
清
彦
、
本
村
和
子
、
本
村
博
史
、

百
田
澄
雄
、
森 

弘
子
、
安
河
正
裕
、

安
河
内
興
二
、
栁
川
恵
潤
、
八
尋
セ
イ
コ
、

八
尋
理
惠
、
山
口
郁
子
、
山
口
建
藏
、

山
下
春
視
、
山
田
久
雄
、
山
本
純
史
、

淀
川
孝
美
、
脇
山
千
文
、
和
田 

學
、

和
田
光
香
、
和
田
由
美
子
、 

有
限
会
社
I
C
H
I
、

絵
本
ク
ラ
ブ
い
な
い
い
な
い
ば
あ
、

九
州
大
学
芸
術
工
学
部
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー

管
弦
楽
団
、

コ
ー
ユ
ー
レ
ン
テ
ィ
ア
株
式
会
社
、

株
式
会
社
小
嶋
建
設
、

太
宰
府
市
視
聴
覚
映
画
ク
ラ
ブ
、

宗
教
法
人
善
隣
教
、

総
合
シ
ス
テ
ム
管
理
株
式
会
社
、

太
宰
府
高
等
学
校
、

太
宰
府
高
等
学
校
書
道
部
、

太
宰
府
市
消
費
者
の
会
、

太
宰
府
て
ん
と
う
虫
の
会
、

公
益
財
団
法
人
太
宰
府
メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク
、

筑
紫
ガ
ス
株
式
会
社
、

筑
紫
台
高
等
学
校
、

筑
陽
学
園
高
等
学
校
、

長
浦
台
ひ
ま
わ
り
会
、

株
式
会
社
ナ
ッ
ツ
、

株
式
会
社
日
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、

日
之
出
水
道
機
器
株
式
会
社
、

ひ
ま
わ
り
隊
、

株
式
会
社
福
岡
銀
行
太
宰
府
支
店
、

福
岡
こ
ど
も
短
期
大
学
幼
児
教
育
研
究
会
、

福
岡
農
業
高
等
学
校
、

一
般
社
団
法
人
ま
ほ
ろ
ば
自
然
学
校
、

株
式
会
社
ル
ネ
ッ
ク
ス
プ
ロ
テ
ク
ト
、

朗
読
紫
苑
の
会

　
　

世
界
に
羽
ば
た
く
人
材
育
成
表
彰

子
ど
も
学
生
美
術
展
表
彰

(五
十
音
順
・
敬
称
略
)

　
広
く
市
民
に
敬
愛
さ
れ
、
市
民
に
明
る
い
希
望
と
活
力
を
与
え
る
顕
著
な
功
績
を
収
め
、
市
民
の
誇
り

と
な
る
人
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　
我
が
国
最
古
の
和
歌
集
で
あ
る
万
葉
集
研
究
の

第
一
人
者
で
あ
り
、
文
化
勲
章
も
受
章
さ
れ
て

い
る
中
西
進
さ
ん
は
、
元
号
令
和
の
考
案
者
と

さ
れ
、
万
葉
集
梅
花
の
歌
三
十
二
首
の
舞
台
で

あ
る
太
宰
府
市
が
我
が
国
初
の
元
号
発
祥
の
地

と
し
て
改
め
て
注
目
を
受
け
、
そ
の
後
の
令
和
の

都
だ
ざ
い
ふ
と
し

て
の
本
市
の
ま
ち

づ
く
り
に
大
き
く

貢
献
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

中西 進
なかにし すすむ

世界に羽ばたく人材育成特別表彰を受けた皆さん

子ども学生美術展表彰を受けた皆さん

 

市
制
施
行
40
周
年
を
記
念
し
、
本
市
の
発
展

に
特
に
功
績
が
あ
っ
た

「個
人
」
「団
体
」
を
表

彰
し
ま
し
た
。

 

文
化
・
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
分
野
で
活
躍

し
て
い
る
個
人
ま
た
は
団
体
で
、
お
お
む
ね
30
歳

未
満
の
世
界
に
羽
ば
た
く
才
能
あ
る
人
を
表
彰
し

ま
し
た
。

 

市
内
の
小
中
学
校
・
高
校
・
大
学
等
に
通
う

児
童
・
学
生
か
ら
、
絵
画
・
書
道
・
写
真
・

工
芸
・
立
体
作
品
を
募
集
し
、
市
長
賞
、
議
長

賞
、
副
市
長
賞
、
教
育
長
賞
を
表
彰
し
ま
し
た
。

市
制
施
行
40
周
年
記
念
特
別
表
彰

市
民
栄
誉
賞

世
界
に
羽
ば
た
く
人
材
育
成
特
別
表
彰
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太宰府市総合戦略推進委員

筑紫女学園大学 人間科学部人間科学科 准教授

はじめに私が経験したエピソードをご紹介します。

私がスクールカウンセラーとして勤めていた中学校で、ある

生徒との出会いがありました。ある日、彼がつぎのようなことを

話してくれました。

「先生、ぼくは中学校の３年間、最後までサッカーをしたかった。でもそれはでき

なかった。中学２年生の時、顧問の先生に『サッカー部の友達との人間関係が嫌で

部活を辞めます』と伝えて退部したけど、本当の理由は、家にスパイクと練習着を買

うお金がなかったからなんだ。仕事を頑張っているお母さんにこれ以上お金のこと

で負担をかけたくなかった。誰にも相談できなくて、結局、顧問の先生に嘘をついて

辞めたんだ」

現在の日本は、新型コロナウイルス感染拡大の影響や物価高騰によって経済が大

幅に下押しされ厳しい状況にあります。こうした不安定な社会情勢から生じる貧困に

よって生きづらさを抱き、多くの傷つきを経験しながら暮らしている子どもたちがい

ます。

まさに今、市民一人ひとりの貧困に対する関心と行動、そして社会のあり方が問わ

れていると思います。

微力ではありますが、私自身も太宰府市の子どもの福祉の向上に貢献していきた

いと思います。

2023年3月号
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大西　良さん
おおにし りょう

みんなの冷蔵庫in太宰府プロジェクト

高校生の活躍

　福岡農業高校３年生の伊東風花さんが、家庭などで余っ

ている食材を持ち寄り必要とする人に自由に持ち帰っても

らう「みんなの冷蔵庫in太宰府」を実施しました。

　この取り組みを応援するために市職員から集めた食材な

どを楠田市長が代表して２月４日㈯、寄贈しました。

　伊東さんは以前「子ども･学生未来会議」に参加した縁

で、楠田市長にも事前に相談の手紙を送るなど積極的に準

備を重ね、県の「高校生チャレンジ応援プロジェクト」の採

択・助成を受けてプロジェ

クトを実現しました。

　伊東さんは「このような

取り組みが広がり、いずれ

は冷蔵庫がなくても助け

合うのが当たり前の世の

中になってほしい」と話し

ました。

い とう ふう か

みんなの冷蔵庫（写真左：伊東さん）へ
食材を寄贈する様子

中学校給食新調理場建設の地鎮
祭に参列

教育・子育ての充実

　本市待望の中学校完全給食実施に向け、

１月26日㈭に行われた新調理場建設の地鎮祭

に楠田市長が参列しました。厳かな雰囲気の

なか、建設工事の安全を祈願しました。

　本年秋頃には㈱日米クックの新調理場が本

市水城に完成、現在稼働している調理場から

移転し、来年１月からいよいよ全員喫食の中学

校完全給食がスタートします。

地鎮祭の様子

　２月12日㈰にプラム・カルコア太宰府（中央公民館）で令和文化会議を開催しました。

　日本文化研究の第一人者で、元号令和の考案者とされる中西進さん（高志の国文学館館長）

が、『万葉集』を中心に古代大宰府をめぐる歴史や文学について講演しました。中西さんはこれ

までリモートで講演したことがありま

したが、令和発表以来、本市を訪れる

のは初で、本市にとって３年越しの悲

願となりました。

　

　会場には多くの市民が集まり、歴史や文化をはじめとする太宰府の魅力を再確認していまし

た。また、太宰府茶道文化連盟によりお茶が振る舞われました。

なかにしすすむ

　その後、太宰府を代表する文化人である西高辻信良さん（太宰府天満宮最高顧問）、島谷弘幸

さん（九州国立博物館館長）、森弘子さん（太宰府市景観・市民遺産会議議長）を交えて、「令和

と太宰府」のテーマで太宰府の魅力や将来像を話し合いました。

にし たかつじ のぶよし しまたに

もりひろ こ

ひろゆき

シンポジウムの様子

基調講演をする中西進さん

太宰府茶道文化連盟によるお茶の振る舞い令和文化会議の会場

令和文化会議を開催しました
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